
 設定温度に正確に加熱されていますか？
 96ウェルすべてのポジションが、全て均一な温度になっていますか？
 ウェル間、機種間での再現性は取れていますか？
 適切な校正を定期的に行っていますか？

「　　　　　　　　　　　  」が、その疑問にお答えいたします !

簡単操作
30分程度で
測定完了
（1台あたり）

ローコスト



校正データ事例

お手持ちのサーマルサイクラーにISO承認のプローブ（機能毎対応）を用いてヒートブロック上の
温度を校正いたします。現在、欧米・中国を始め各国で年間10万台以上の校正が実施されてお
り、この実績を元に同型機の校正結果と比較することで機種毎の合否判定も可能です。
なお、サーマルサイクラーに対応可能機種は925種類となっています。測定は（装置はレンタル）
ユーザー様が実施される事でローコストでのご提供が可能となっています。　※出張校正も可能です。

サーマルサイクラーのための校正デバイス（特許第6124903号）

測定仕様

ウェル
間差

オーバー
シュート

95℃に到達後20秒経過時に1.24℃差

30℃➡95℃への昇温

50℃➡70℃への昇温

MIN：
94.90℃

MAX：
96.14℃

MIN：
78.72℃

MAX：
76.40℃

MIN：
49.65℃

MAX：
50.11℃

MIN：
74.50℃

MAX：
78.72℃

左図最大オーバーシュート時の温度分布

設定温度95℃ 設定温度50℃

設定温度70℃ 設定温度70℃

90℃➡50℃への降温

50℃に到達後20秒経過時に0.8℃差

70℃に到達後、約8秒間のオーバーシュートが観察された 70℃に到達後3秒経過時点の温度分布

X社製品 Y社製品

Z社製品 Z社製品

測定精度：±0.15℃
測定頻度：2回／秒
測定個所：ウェル15点
　　　　　＋蓋側1点（中央部）
測定結果は測定中に
リアルタイム表示

❶ 温度正確性
（ウェル上15点の測定温度の平均値）
❷ 温度均一性
（ウェル上15点の最大温度と最小温度の差）
❸ 昇温／降温速度

❹ オーバーシュート／
アンダーシュート最大値・平均値

❺ 温度維持時間
❻ ヒートリッド温度



同一機種における温度比較

サービスの流れ

装置Aはほぼ正常に加熱されているが、装置Bは〇で囲った部分のヒーターが機能していない

今お使いのサーマルサイクラーの情報（メーカー・型番など）をご連
絡いただきます。

システム一式（ノートパソコン、測定用プローブ、制御用モジュール）
を貸出いたします。

弊社にて、適合する計測用プローブをご用意。

システム一式をご返却。

校正レポート（①トレーサビリティ証明書 ②校正証明書 ③測定結果報
告書）を提出いたします。

ユーザー様が測定。
操作・取扱いについては、同梱されている作業書を参照下さい。
ご不明な点がございましたら電話サポートにて対応いたします。

STEP-1

STEP-6

STEP-5

STEP-4

STEP-3

STEP-2

Pass（合格）判定例 Fail（不合格）判定例

装置A 装置B



発行日 ：2022 年 月 日

発行番号：C1322■■-D■■■

校正証明書

株式会社 ■■■■ 殿

名称 (Description)
製造者 (Manufacturer)
型名 (Instrument type)
製造番号 (Instrument serial)
校正日 (Test date) 年月日

検査環境 (Environmental condition) 温度：℃ 湿度：%
有効期限 (Expiry date) 校正日より 1 年間※

上記の製品は当社の作業標準にしたがって校正され、その結果は別紙の検査

成績書のとおりです。

この校正に使用した測定機器は当社の計測器管理システムにより校正されて

おり、日本電気計器検定所及び日本品質保証機構などの公的校正機関、または

米国国立標準技術研究所（NIST）などの国際度量衡委員会に加盟している諸外

国の公的校正機関にトレーサビリティがとれています。

※JAB RL358:2017 A2. -設備の妥当性確認及び性能の検証に関する指針-

株式会社フォーディクス

〒 東京都文京区本郷

ヘミニス ビル

SAMPLE

ilac-MRA（国際相互承認）のロゴは、測定機器が国際規格に則り、正確に管理されていることを証明します。
ISOやその他の国際規格への監査・申請の際には、本ロゴ付きの保証書（トレーサビリティ証明書）が添付さ
れていることが重要視されます。

ISO／IEC17025（15189を包括）に基づく試験所認定においてサーマルサイクラーの①性能立証②温度及
び時間の監視は据付時及び一年毎に行うことが指針とされています。

証明書発行

ISO17025（校正機関） 15189（臨床検査機関） 20836（サーマルサイクラーの熱性能試験） への申請 ・ 監査に適合

①トレーサビリティ証明書 ②校正証明書 ③測定結果報告書

350,000円
年間

【A社】

190,000円
年間

70,000円
年間

【B医療機関】

【システム導入後】

　　　　　　　　導入による年間経費削減例

※一台の場合

〒103-0022　東京都中央区日本橋室町2丁目2番1号
（03）6214-1094
HOME PAGE : https://www.kanto.co.jp  

〒113-0033　東京都文京区1丁目33番6号
（03）6801-5977
HOME PAGE : https://www.fordx.co.jp

試薬事業本部　試薬部

KPA-02（202303）

● 本記載の製品は､試験・研究用としての用途にご利用ください｡　● 本記載価格に､消費税等は含まれておりません｡
● 本記載の製品情報は予告なく変更する場合があります。最新情報は､弊社ホームページ｢Cica-web｣をご確認ください。 

※メンテナンス契約を「温度校正」だけに限定した場合の金額です。※保守点検終了後の熱に関しての校正検査も可能です。
詳しくはお問い合わせください。
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